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研究成果の概要（和文）：  現代資本主義における独占段階においては、独占的大資本による独占利潤獲得のた
め、流通費、不生産的流通費が増大する。また、物流費においても本来の物流費とは異なる不生産的物流費を増
大させる。
　青果物流通における計量販売の導入は、不生産的流通費、特に不生産的物流費の削減を可能とし、わが国の青
果物の競争力を高め、地球環境保全にも貢献する。また、不生産的流通費、不生産的物流費の削減は、生産者や
消費者に利益をもたらす可能性も有する。

研究成果の概要（英文）：   The introduction of the measurement sale in the fruit and vegetables 
distribution reduces distribution cost of the non-productiveness, particularly  logistics costs of 
the non-productiveness.
   In addition, the reduction of logistics cost of non-productiveness raises competitiveness of the 
fruit and vegetables of our country and contributes to the maintenance of the global environment.   

研究分野：農学

キーワード： 不生産的物流費　現代資本主義　独占利潤　計量販売　地球環境維持
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　我が国での青果物流通への計量販売の導入は、現代資本主義の独占段階における独占利潤獲得のための不生産
的流通費、特に不生産物流費の削減により、国内青果物の供給力の強化するだけでなく、地球環境保全にも大き
く貢献することを確信する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景

世界的に新自由主義に基づいた経済政策がすすめられるなか、一層の規制緩和を目指す

ものとして、TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）が議論され、日本は 2013 年にその交
渉に参加した。TPP は、アジア太平洋地域における高い自由化（例外なき関税ゼロ）が目
標とされた。こうした動きの中で、日本農業では、農林水産物の生産減少額が 6.4兆円（第 3
次大学教員の会の試算）と、非常に大きな影響があることが予想され、日本農業の生き残

り戦略が求められる。

２．研究の目的

TPP への参加が議論される中、日本農業の国際競争力の強化が必要であると考える。本
研究では、国際的にも高品質である青果物を対象とし、青果物の国際競争力を強化するた

め、青果物流通における物流に注目した。物流は、ロジスティクスとも言われる。物流技

術の高度化にともない、青果物流通においても物流は重要な役割を果たしている。しかし、

資本主義の独占段階においては、独占利潤獲得のための手段として物流が利用され、その

ことにより多くの不生産的物流費を増大させ、わが国の青果物の競争力を弱めている。不

生産的物流の増大は、地球の温暖化やゴミ増大など地球環境にも大きな負の影響をもたら

している。

本研究は、我が国の青果物への新たな小売販売形態として計量販売を導入することによ

り、青果物の不生産的物流を減少し、地球環境を維持しつつ青果物の競争力を強化する方

法を解明することを課題とする。

３．研究の方法

(1)本研究は、青果物の新たな販売形態として計量販売を実際におこない、これまでの小
売り販売形態（定量定価販売）から計量販売を比較することで生産から最終小売りまでの

不生産的物流の削減効果を明らかにするための実証試験をおこない、計量販売による不生

産的物流費削減に関する定性分析をおこなった。

(2)我が国の青果物小売販売への計量販売導入の可能性に関する定量分析をおこなった。

４．研究成果

(1)我が国のほとんどの小売におけ
る青果物販売は、同じ大きさ、同

じ形のものを、数個、数本ずつ個

包装（パック、トレー、ラップ、

結束など）され、同じ価格で販売

される方法が中心である。このよ

うな販売方法を定量定価販売と呼

ぶ。定量定価販売は、流通費の増

大をもたらし、最終小売価格の６

割を占める。青果物の流通費の増

大は、世界的にも我が国の高品質な青果物の競争力を弱める原因となっている
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(2)言うまでもなく、もともと青果物は、工業生産とは異なり、生産物の個体差が激しい
という商品特性を有しており、それを生かした販売方法として、海外では、以前から計量

で販売するのが一般的である。海外での青果物の計量販売方法は、販売する国、規模、形

態によって異なるが、大きくは消費者が好き

なものを選択して自分で計量する場合と、販

売者が計量販売をサポートする方法とがある。

計量販売は、消費者が好きな形や大きさの青

果物を選び、好きな量だけ購入する方法であ

る。そのため、料理や家族数など必要に応じ

て必要なだけ購入でき、ロスも最小限抑えら

れる販売方法である。また、購入にはビニー

ル袋が利用されるが、環境問題への取り組み

が進んでいるヨーロッパでは、土壌に分解できるビニール袋が一般的である。計量販売は、

流通コストを最小に抑えることができる販売方法である。

(3)我が国での青果物流通への計量販売の導
入は、我が国の流通費、特に不生産的物流

費を大幅に削減し、国産競争力を強化する

と考えるが、我が国では、現在、青果物の

小売販売においては、計量販売は皆無であ

る。本研究では、デンマークで使用されて

いる計量器を導入し、生産者、卸売会社、

小売企業等の協力により計量販売実験を実

施した。

(4)我が国への計量販売導入の可能性を調
査するために計量販売購入者(消費者）へ

のアンケート調査を実施た。その結果、我

が国の青果物流通での計量販売導入は、消

費者にとっては十分可能である。青果物の

計量販売について、海外での購入経験者以

外は、ほとんどが初めてであったが、購入

についてほとんど問題を感じていない。日

本の消費者には計量販売は向いていないと

言う小売業者が多いが、まったく問題がな

いことが明らかとなった。
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(5)青果物での計量販売の導入は、消費者
が、好きな大きさ、形のものを好きな量だ

け購入することができるため、我が国、青

果物流通で行われている規格・選別・包装

作業を大幅に簡素化することが可能となり、

不生産的物流費を大幅に削減する。また包

装資材の減少は、地球環境保全にも貢献す

る。

(6)計量販売の導入に、さらにリユース容器
を併用することで、小売作業の削減も可能

となり、さらなるコスト低減や環境保全効

果をもたらす。また青果物流通での計量販

売の導入は、国内青果物の供給力の強化に

つながるだけでなく、生産者や消費者に利

益をもたらす可能性もあることが明らかと

なった。
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